
第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 武蔵村山市交通安全対策審議会（第３回） 

開 催 日 時 平成２８年３月１７日（木）午後２時００分 ～ 午後３時００分 

開 催 場 所 ３０１会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

【出席者】市川七郎会長、米原義春委員、髙橋勇治委員、島田治委員、古

川敦司委員、仲博史委員、八木委員代理、橋本弘明委員 

【事務局】防災安全課（課長・主査・主事）アドバイザー（都市計画課

長、道路下水道課長） 

【欠席者】牧一彦委員、丸山登志博委員 

議 題 

１ 開会 

２ 議事 

議題１ パブリックコメント実施結果について 

議題２ 武蔵村山市第七次交通安全計画（素案）について 

議題３ その他 

３ 閉会 

 

【配布資料】 

資料１：武蔵村山市第七次交通安全計画（素案） 

資料２：武蔵村山市第七次交通安全計画【新旧対照表】 

資料３：武蔵村山市第七次交通安全計画（素案）に対する市民の意見及び

市の考え方 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題１：パブリックコメントの実施結果について事務局より説明が行われ

た。 

議題２：武蔵村山市第七次交通安全計画（素案）の修正点について事務局

より説明され、答申することに決定した。会議録の承認について

会長に一任することとなった。 

議題３：高校生の交通安全について意見。今後のスケジュール確認。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

１ 議題１について 

  パブリックコメントの実施結果について、市民の意見及び市の考え方

について事務局より説明が行われた。結果の公表は、ホームページで３

月１７日正午に公開された。各閲覧場所への設置は準備中である。 

 【質疑なし】 

   

２ 議題２について 

  はじめに、事務局より前回の橋本委員からの確認事項について回答 

した。 

 【回答】 

事 務 局：「飲酒事故の発生件数は減少傾向にあるという点につい 

て推移を確認した。飲酒事故件数は平成２３年３件、平成

２４年９件、平成２５年から平成２７年までが各年１件と

なっている。平成２４年が９件と突出しているが、その後

各年１件であったので件数は減少していることから、減少

傾向であると判断する。」 

  委   員：「よくわかりました。」 

   

 【質疑１件】 



  委   員：「弱者感応式信号機の説明のなかで、携帯用発信器の記 

述があるが、携帯用発信器対応の信号機は、市内に設置さ

れているのか。また今後設置予定はあるのか。」 

  事 務 局：「設置されていない。また今のところ予定はない。」 

  委   員：「まだまだ普及していないものであり、市内でも設置の 

予定がないのであれば、携帯用発信器の記述があること 

で、市内に設置してあると市民に誤解を与えかねないので 

削除してはどうか。」 

  会   長：「携帯用発信器の記述については削除してよろしい 

か。」 

  委 員 一 同：「異議なし。」 

 

【訂正１件】 

事務局より訂正。 

１ページ目に「道路施設面においては、道路の整備計画に沿った」の

部分を追加。 

 

武蔵村山市第七次交通安全計画（素案）について会長より諮られ、答 

申することに決定した。会議録の承認については会長に一任することな

った。 

 

３ その他について 

 【質疑・意見等２件】 

委   員：「高校生の交通安全について、市立の高校はないが、在

学生の中には市民が多くいることや、通学時の自転車の

無謀運転などもみられるとの声もあり、市民にもかかわ

ることであるので市としても交通安全の啓発について協

力をお願いしたい。」 

 

  委   員：「審議会としての今後のスケジュールはどのようになっ

ているか。」 

  事 務 局：「市長への答申をもって終了する。」 

以上。 

【閉会】 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：   ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 
 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課 総務部防災安全課（内線：３３２） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


